
裏目園田体に向かってGOI
バレーボール審判員講習会

東四国国体のデモンス卜レーション行事として、

家庭婦人バレーボール大会が、私たちの町を会場地

として開催されます。

この競技の運営で、主審・副審などの審判員は、

女性が務めることになっており、最低  16名必要にな

ります。

毎週日曜日夜、勤労者体育館で審判員養成のための

講習会と選手育成のためバレーボール教室を行って

いますのでお気軽にご参加下さい。 '90第243号 
(日程は 4ページに記載)

9月号

町民のうごき

世帯数  1，990 人口 男 3，727 女 3，953 計 7，680(平成 2年 7月31日現在) 

出生男  1女 5計 6・死t 男 2女 0計 2・転入男  5女 3計 8・転出 男 6女 7計 13 (平成 2年 7月中)

広報かつうら  9月号 =243・平成 2年 9月 1日 発 行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -251 H代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成５年東四国国体に向かってＧＯ
バレーボール審査員講習会

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第243号

の室にf 

れを守ろう/一� 

勝
浦
川
の
水
質
検
査
を
行
う


さ
る
八
月
八
日
、
町
内
の
小
学

で
受
け
る
。

生
寸
二
名
が
参
加
し
、
今
山
橋
上

白
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
、
表
面
に
い
る

流
で
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
の
調

生
物
を
採
取
す
る
。
受
け
網
に

査
を
行
い
ま
し
た
。

残
っ
た
辻
荷
も
採
取
す
る。

こ
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
種

側
生
物
の
種
類
分
け
を
す
る
。

類
の
生
物
が
多
く
住
ん
で
い
る
か

を
見
る
こ
と
で
、
ど
の
程
度
川
の

汚
れ
が
進
ん
で
い
る
か
を
調
べ
る

も
の
で
す
。

調
査
の
方
法
は
、

付
水
深
三
十
セ
ン
チ
で
、
こ
ぶ
し

大
か
ら
頭
大
の
石
の
あ
る
場
所

を
探
す
。

下
流
側
に
受
け
網
を
置
き
、
石

ωを
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
バ
ケ

ツ
に
入
れ
る
。

石
を
取
っ
た
後
の
川
底
を
か


き
ま
か
せ
、
流
れ
て
く
る
虫
を
網


\~ 

...石についた生物をひとつづっ

ピンセットで取っていきます

川
に
住
む
ナ
ガ
レ
卜
ビ
ケ
ラ
、
ヤ

マ
ト
ビ
ケ
ラ
が
多
か
っ
た
反
面
、

汚
れ
た
川
に
住
む
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム

シ
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
も
い
ま
し
た
。

「
勝
浦
川
の
水
は
、
少
し
汚
れ

て
い
る
」
と
い
う
調
査
結
果
が
出

ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
き
れ
い
な 企取った生物の種類分け

3 
対
グ〉

あ
し

腹の色はうすく� 1
やや緑色がかる� j

ナガレ
ヒトカゲ類

毛の束はないサワガニ� 

(2P PM) 

(きれいな水に住む生物水に住む生物� 
IOPPM) 

チ
ヤ

/ー一� 

きだなしミu 

(5-

〔 

4
・''

ト
、

ヘ
t

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



(3) 平成  2年 9月1日 カλ Jコ つ ら 第243号

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で

は
、
私
た
ち
の
心
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
楼
浦
川
の
水
質

浄
化
、
窪
草
花
並
ひ
に
河

川
敷
の
利
活
用
等
芥
総
合
的

に
宮
麗
し
、
睡
浦
川
を
町
の

宝
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
の
「
水

質
の
浄
化
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

3
 

川を
一勝浦川の清らかな流


一

家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
�
 

↓
�
 

1
、

一
川
を
汚
し
て
い
る
も
の
は
、

勝
浦
川
に
流
入
す
る
生
活
雑

日
工
場
や
畜
産
な
ど
の
排
水
の
ほ

排
水
を
現
状
の
ま
ま
放
置
す
れ

円
か
に
、
牛
活
排
水
が
あ
り
ま
す
。

ば
、
将
来
に
わ
た
り
勝
浦
川
の

+
生
活
排
水
は
法
的
規
制
が
な

清
流
を
保
全
す
る
こ
と
は
不
可

↓
い
こ
と
や
、
仕
清
水
準
の
向
上
、

能
で
す
。

日
生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、

(
丞
挺
か
ら
出
る
よ
ご
れ
水
を

日
年
々
川
に
与
え
る
影
響
が
大
き

少
し
で
も
減
ら
し
、
私
た
ち
の

l
v

に

い

ま

す

。

i

k

0

け
ま
し
ょ
う
。
�
 

歩ト
ノ、「

-
水
を
切
っ
て
、
こ
み
と
し
て
出
�
 

・
米
の
と
ぎ
汁
も
植
木
の
散
水
や

キ
ナ
し
ょ
、つ
。

肥
料
に
し
ま
し
ょ
う 同。
�
 

十
く
な
っ
て
い
ま
す
。

力
で
勝
浦
川
を
美
し
く
し
ま
し

十
生
活
排
水
は
炊
事
、
せ
ん
た

ト品、「ノ
。

日
く
な
ど
の
雑
排
水
が
あ
り
、
九

日
割
が
未
処
理
の
雑
排
水
と
な
つ

調
理
く
ず
や
食
べ
残
し


は
流
さ
な
い
よ
う
に
/


-
一二
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
は
、
ろ


紙
袋
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

-
流
し
に
目
の
細
い
網
な
ど
を
設

-
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用
し
ま
し


-
食
器
や
鍋
に
つ
い
た
よ
ご
れ
は
、

紙
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗
い
ま

1
レト品、『ノ
。
�
 

-
紙
な
ど
に
し
み
こ
ま
せ
て
、

み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
�
 

-
表
示
し
て
あ
る
日
車
を
参
考
に
適

正
に
計
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う

0

・
洗
剤
が
よ
く
溶
け
る
の
で
風
巴

の
残
湯
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
�
 

-
部
分
洗
い
も
取
り
入
れ
て
効
果

的
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

睡
滑
川
は
、
清
り
�
 よ
水
と
、

美
し
い
鰻
が
調
和
す
る
天
然

の
宝
で
す
。
夏
の
鮎
狩
り
に

始
ま
り
、
秋
か
主
審
に
か
け

て
の
ハ
エ
釣
り
な
ど
、
年
商

を
通
じ
て
釣
り
人
の
姿
接
見

か
け
ま
す
。
ま
た
、
危
険
な

深
み
が
な
い
た
め
に
、
家
族

連
れ
の
行
楽
に
は
安
心
し
て

水
遊
ひ
や
キ
ャ
ン
プ
に
最
適

で
す
。

こ
の
美
し
い
川
を
い
つ
ま


で
も
保
ち
ま
し
ょ
う
。


-mT

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
使用済みの食用油を流さないように
洗剤は無リンのものを使おう



第243号 平成� 2年� 9月� 1日 (4)フ らザコヌb為

練
習
に
は
げ
む
勝
浦
園
芸
高
校

‘
ビ 

ム
ラ
イ
フ
ル
部
員

i

今
年
七
月
、
札
幌
市
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手O

E
東
四
国
国
体

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
七
年

権
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
四

発
で
、
勝
浦
園
芸
高
校
三
年
、
賀

野
真
貴
子
さ
ん
が
、

三
九
一
点
の

日
本
新
記
録
で
女
子
個
人
優
勝
し

ま
し
た
。

賀
野
さ
ん
は
、
「
順
位
や
点
数
は

気
に
せ
ず
、
い
つ
も
の
よ
う
に
撃

つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

日
本
新
記
録
だ
な
ん
て
ま
だ
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
。
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
哲
野
さ
ん
の
面
属
す
る
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
部
は
、
昭
和
六
十
三

年
秩
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、

現
在
部
員
は
男
子
五
名
、
女
子
五

名
の
十
名
で
す
。
指
導
に
は
四
入

国
体
対
策
本
部
か
ら
木
内
栄
一
郎

専
門
指
嵩
員
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

毎
日
教
課
後
、
体
育
館
で
練
習
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

顧
問
の
麻
植
芳
靖
先
生
は
、
「
全

国
ク
ラ
ス
の
選
手
が
生
ま
れ
た
こ

と
は
う
れ
し
い
。
ま
た
、
そ
れ
に

続
く
た
め
に
や
る
気
の
あ
る
人
が

入
部
し
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
、
今
秋
に
は
香

川
県
へ
遠
征
予
定
が
あ
る
そ
う
で

す。
東
四
国
国
体
ま
で
あ
と
三
年
。

選
手
を
目
指
し
て
、
あ
な
た
の
チ
ャ

あ
な
た
も
参
加
で
き
る

デ
モ
ス
ポ
行
事

「
ヴ
弓
ウ
ふ
ド
ゴ
ル
ワ
』

E

¥ )  

前
に
鳥
取
県
泊
村
で
開
発
さ
れ
た

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ゴ

ル
フ

に
似
た
誰
に
で
も
手
軽
に
楽
し
め

る
踏
襲
で
、
直
径
六
セ
ン
チ
の
ボ
ー

ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
打
っ
て
、
数

十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ホ 

ル
ポ
ス

ト
に
で
き
る
だ
け
少
な
い
打
数
で

入
れ
て
い
き
ま
す
。
ホ
ー
ル
ポ
ス

l

備考 場所時間程日

装で周 併持忙(号J 

ザグ� iti干きのてい議し� ン3分旦哩
いき手ド か
。� RるE

-グ〉
ら.

{
蓬
婦
人
パ
レ
』
ボ 

ル
教
室

l

及
び
審
判
講
習
会
の
案
内

9
月
2
日
伯

審
判
講
習
会

9
月
9
日
但

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

9
月
刊
日
同

審
判
講
習
会 

9
月
お
日
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

9
月
初
日
制

審
判
講
習
会

・
時
同
午
後
八
時
か
ら

・
場
所
勤
労
者
体
育
館 

レ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

ト
の
数
を
全
て
回
っ
て
、 

計
打

A
F

数
の
少
な
い
方
が
勝
ち
で
す
。
時

間
制
限
な
し
。
人
数
制
限
な
し
。

高
度
な
技
術
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

東
四
国
国
体
で
は
、
羽
ノ
浦
町

と
板
野
町
で
県
大
会
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
町
で
も
、

愛
好
家
が
別
表
の
と
お
り
練
習
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

』

F

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
一
式

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
がんばっています
勝浦園芸高校ビームライフル部
賀野さん日本新記録で全国大会優勝

MUS04
テキストボックス
東四国国体
あなたも参加できるデモスポ行事
グラウンドゴルフ



(5) 平成� 2年� 9月� 1日 カミ ザコ つ ら� 第243号

0;:; 

図

書

室


ユ

ス

中
野
ミ
ツ
ギ
さ
ん

あ
り
ガ
と
う
ご
ざ
い
ま
し
定
。

大
坂
府
寝
屋
川
市
在
住
の
中
野

ミ
ツ
ギ
さ
ん
(
生
名
出
身
)
は
、

毎
月
町
か
ら
送
ら
れ
る
「
広
報
か

つ
う
ら
」
を
み
て
町
立
図
書
館
の

建
設
開
館
を
知
り
、
こ
の
ほ
ど
親

戚
の
橋
本
崇
亘
氏
(
生
名
)
の
お

世
話
で
、
百
万
円
の
図
書
購
入
金

を
寄
附
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
ま
す
。

新
刊
書
続
々
入
荷
グ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

・
小
説
・
文

学
書

・
児
童
図
書
及
び
雑
誌
の

新
刊
書
が
あ
り
ま
す
。

八
月
一
日
開
館
か
ら
、
来
館

者
も
一
日
平
均
百
八
名
と
好
調

な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

区

区

区

』

F

毎
日
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用

し
て
い
る
図
書
室

鎧

・
か
ぶ
と
・
万

・
大
皿

・
古

銭
・
古
書
・
化
石

・
そ
の
他
、

百
九
十
一
点
を
展
示
し
て
い
ま

す。
資
料
展
示
に
つ
い
て
、
多
数

の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

去
最

二
十
七
点
十
四
名
様

寄
託

二
ハ
四
点
十
六
名
様

O
K

ヲ-d@


図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト 

HY

ご
希
望
の
本
や
資
料
が
な
い

視
聴

二覚�  

時
は
、
お
申
し
出
に
よ
っ
て
、

室2

別
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
ら

日
曜
こ
ど
も
映
画
会
開
く
グ

れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
利

用
下
さ
い
。

毎
週
日
曜
日
午
後
二
時
か
ら

三
時
ま
で
、
楽
し
い
映
画

・
ビ

「
図
書
利
用
力 

デ
オ
を
無
料
で
上
映
し
て
い
ま

図
書
利
用
登
録
申
込
書
を
出

l 
M卜

」
を
ど
う
一そ
グ

合
成
二
公
茶
肉

掛
軸
コ
ー
ナ
ー

ナ
ー
・
で
こ
人
形
・
神
楽
面

・ス


第34回勝浦郡駅伝大会�  

す
。
お
友
だ
ち
を
さ
そ
っ
て
お

-と き� 9月16日(日)※雨天でも実施します。

(スタート) (再スタート)
午前� 9時30介上勝町役場前� 午前10時50介坂本久保の内� 

9時44介頃上勝町日浦� 11時頃 横瀬小学校前� 

9時55分頃正木藤川橋 11時5介頃勝浦町役場前� 

11時15介頃西岡・農協生比奈

支所前(服し) 
11時25分頃勝浦町役場前

(距 離)

越
し
下
さ
い
。

さ
れ
た
方
の
「
図
書
利
用
カ
ー

ド
」
が
で
き
て
い
ま
す
。

ご
来
館
の
際
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
越
し
下
さ
い
。

貴e-"，

弁雲監グ郷

<貴司3土V

三料ー饗

-
民
芸
品
コ
ー

堅� 22
不� B童

ス


ビームライフル講習会� 
Oあ怠定も撃ってみませんか?

km4.4 1.8km(女子指定)F
h
J
v
n
h
U

区� 
km3.4km4.0区� 

今月は，� 9月� 1日佳) 13時~21時5.8km区� 
9月15日[土) 13時~21時区� 4. 7km(再スタート� )

4.寸

I km3

住民福祉センタ一三階ホール

以上のように開催されます。沿道での応援をよろしく 講習会以外の日でも教育委員会へお申

お願いします。 し込みいただけば練習できます。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより
毎週月曜日が休刊日です
図書館ニュース



第243号� 第~2-l固 敬老町一民のラぜい

-とき 9月15日出午前10時
ところ 勝浦中学校体育館•・催し 敬老の日の式典(午前)

芸能大会(午後)

案内ハガキ・座布団-持参品 

男 性 女 性

氏 名 住 所 年 齢 生年月日 氏 名 {主 戸斤 年齢 生年月日

椎平磯太郎 坂 本� 95 M27. 9. 27 東 M長キシノ� 1反 本� 96 M27. 7. 7 

桑村 在T厚< 三Etヨ 星 谷� 93 M29. 9 30 森山イトノ 今 山� 95 M28. 5. 12 

I易� I美 利平 沼 江� 93 M30. 7. 1 鶴居タカノ 横 持貢� 94 M29. 3. 29 

中西保太郎 久 国� 92 M30. 11 9 谷上ツヤノ 生 名� 94 M29. 6. 25 

奥谷 春吉 横 涼E 92 M31. 5. 25 楠本 磯 接ト 谷� 92 M31 1: 5 

大岡 芳夫 沼 江� 91 M32. 3 28 平岡ムメノ 棚 釘F 91 M31. 9. 12 

尾西 茂樹 中 山� 91 M32. 7. 31 伊丹ミキノ 星 谷� 91 M31. 12. 10 

生木 理平�  t召 江� 91 M32. 8 . 3 溝上 イノ 与川内�  91 M32. 4. 13 

清水源太郎 中 山� 90 M32. 9 . 15 長田�  7 キ 石 原� 91 M32. 6. 15 

耳車内 重雄 中 山� 90 M33. 4. 28 森 ヲ ク ニ 坂 本� 91 M32 8. 7 

伊丹 重吉 中 角� 90 M33. 5. 6 鼻知場カメ 与 川内�  91 M32. 8 . 16 

松下�  j台自E 石 原、� 90 M33. 5. 28 立棒フサノ 中 山� 90 M32. 12 3 

i資 朋太郎 山 西� 90 M33. 6. 10 米田トキノ 横 持E 90 M32. 12. 30 

j皐口長次郎 星 谷� 90 M33. 6. 18 中内 サト 中 山� 90 M33. 2目� 20

尾花 金蔵 山 西� 90 M33. 6. 24 久保サ、ノ 中 角� 90 M33. 3. 5 

英一 トキヱ 扮月 里l' 90 M33. 3 10 

対
象
者
二
百
九
十
七
人

九
十
歳
以
上
の
方

一
万
円

対
象
者
三
十
一
人

A

(
八
月
末
現
在
)
と
な
り
、
町
人

口
比
率
で
見
る
と
約
二
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び

に
祝
い
状
贈
呈
と
し
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰
、
八
十
歳

到
達
夫
婦
祝
い
状
、
ま
た
米
寿

(
八
十
八
歳
)
・
喜
寿
(
七
十
七

歳
)
の
方
々
に
銀
盃
・
木
盃
の
贈

呈
、
八
十
歳
以
上
の
方
々
に
そ
れ

ぞ
れ
敬
老
年
金
等
を
お
贈
り
し
ま

す。

歳
慶 以
祝、上
訪の
問方

を

νつまマちお元気-r././ 
勝浦町90歳以上長寿者 (男女別・敬称略，平成 2年 8月末現在)

九
十

式
典
終
了
後
、
午
後
か
ら
は
関

西
玄
人
芸
人
に
よ
る
落
語
・
漫
才

を
は
じ
め
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
踊
り
な
ど
を
交
じ
え
、
楽
し

い
芸
能
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
観
賞
い
た

だ
き
、
お
く
つ
ろ
ぎ
下
さ
い
。

な
お
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の

手
作
り
に
よ
る
お
弁
当
が
い
た
だ

二
十
一
世
紀
を
旦
別
に
し
、
本

格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
町
で
は
多

年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与

し
て
こ
ら
れ
た
古
田
監
タ
ゲ
最
愛
し
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
本

年
も
九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)

に
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す。
こ
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
れ
る
七

十
歳
以
上
の
方
は
、
一
千
二
人

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
ガ
に

敏
老
年
金

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
町

民
の
敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
り
、

高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
た
め
に
、
町
で
は
今
年
も
八
十

歳
以
上
の
方
に
敬
老
年
金
を
お
贈

A り
し
ま
す
。

八
十
歳
以
上
の
方

五
千
円

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第２１回敬老町民のつどい

MUS04
テキストボックス
ふれあいの心で参加
老人クラブ社会奉仕の日
いつまでもお元気で
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分全町一斉に15時10日、午前1ロ月

防災サイレンを鳴らします。� 

各
幼
保
小
中
高
の
学
校

め
一
英
語
指
導
助
手
一

勝
浦
病
院
て

テ
ィ
ア
・
"
シ
ュ
テ
ィ
・

避
難
訓
練
め
実
施

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま

・
�
 

で
は
防
災
週
間
と
な
っ
て
お
り
、

九
月

一
日
に
は
全
国
で
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
も
各
学
校
、
病
院
で
避


難
訓
練
を
密
売
し
ま
す
が
、
地
域
、


職
場
、

家
庭
の
日
常
生
活
の
場
に


お
い
て
、
各
自
が
冷
静
に
行
動
で


き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
�
 モ

勝
浦
町
は
、
国
の
実
施
し
て
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
不
便
を
戸
ン
ド
リ
戸
さ
ん

園

田

園

内

本

語

が

あ

ま

ア
ン
ド
リ
ア
さ
ん
来
町
グ
氏
名
�
 ，
�
 

誕
生
日

一
九
五
九
年
一
月
ニ

ヌ

た

英

会

話

教

室

の

講

師

と

し

て

十

九

日

言

干

一

歳

英
会
話
の。
指
導
に
あ
た

っ
て
く

ご
夫
婦
で
西
岡
の
教
員
住
宅

で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

0


国

籍

カ
ナ
ダ

学

歴

卜

レ

ン
卜
李
・
カ
�
 

り

わ

か

り

ま

せ

ん

ル

ス

卜
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γ

大
童

が
、
出
会
っ
た
時
な

ど

は

、

趣

味

読

つ
を
か
わ
し
て
あ
げ
て

氏
�
 

1

く
だ
さ
い
�
 
o

ま
た
日
常
生
活
に

「U

O
I
F
-
-
F

感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
�
 

書
・音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ

だ
伴似O V

-
雨
量

ゅ

「
�
 

¢

い
る
外
国
青
年
招
致
妻

(自

。
治
・
外
務
・
文
部
の
三
省
に
よ
の
で
、
親
切
に
教
え
て
あ
げ
て
�
 

O
る
語
学
指
導
や
国
際
交
流
を
行
下
さ
い
。

一
般
に
は
、
乱
時
間
に
降
っ
た
雨
が
、
ど
こ
に
も

流
れ
ず
、
吸
い
込
ま
れ
も
せ
ず
に
た
ま
っ
て
い

っ
た

ら
�
 
μ

何
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
�
 

H

に
な
る
か
と
い
う
数
値
(
日

台
風
な
ど
で
は
、
1
時
間
、
3
時
間
の
雨

う
事
業
)
の
継
続
に
よ
っ
て
、

ま

た

、

ア
ン
ド
リ
ア
さ
ん
と
亡
私
は
日
本
に
つ
い
て
興

味

を

包

�

 

本
年
八
月
か
ら
平
成
三
年
七
月
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
も
ち
、
日
本
人
や
日
本
文
化
に
つ

o
x

な
が
ら
、
国
際
感
見
主
将
魅
力
量
じ
来
日
し
ま
し
た

テ
ィ

ア

け

ま

し

ょ

う

。

ま

た

引

ま
で
の
一
年
間

『
英
語
指
導
助

き
と
し
て
、
ヵ
�
 
l

。X
、
シ
ュ
デ
ィ

・
ア
ン
ド
リ
ア
さ
ん

P

(水
曜
日
は
勝
浦
町

木

、

金

/

¥

ム

X
J

降
水
量
。)

量
を
計
っ
て
、
降
水
強
度
の
物
指
し
に
し
て
い
る
。

こ
の
降
水
強
度
で
、
�
 1
時
間
却
ミ
リ
の
量
を
超
え

る
と
危
険
だ
と
さ
れ
て
い
る
(
昭
和
町
年
7
月
幻
自

当

期

か

ら
勝
浦
郡
の
中
学
校
(
月

の
長
崎
市
の
集
中
豪
雨
は
、
�
 3
時
間
で

3
百
日
ミ
リ

の
雨
量
で
あ
っ
た
)。
ま
た
、
日
降
水
量
が
叩
ミ
リ
く

ら
い
に
な
る
と
被
害
が
出
は
じ
め
て
い
る
。

、
教
え
る
と
い
う
こ
と
に

び

興
味
を
持
ち
、
英
語
の
教
授
学

を
勉
強
し
、
英
語
教
授
の
資
格

三
士
歳
)
を
招
き
ま
し
た
。

ア
ン
ド
リ
ア
さ
ん
は
、
二
学
�
 

¥

を

一
九
八
六
年
六
月
に
取
得
し
に

六
�
 λ、
ぺ

十

ま

し

た

。

だ
�
 

A
b

X

ζ

こ
の
事
業
の
目
的
を
果
た
す

で
、
日
本
国
民
を
理
解
し
、
日
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と
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日
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の
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中
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防災訓練の実施
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くらしの中の人権-

カミ

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

思
の
疎
通
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

行
っ
た
時
の
こ
と
。
小
さ
い
女
の

子
が
、
母
親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

包
み
を
持
ち
た
く
て
、
自
分
が
抱

い
て
い
た
人
形
を
母
親
に
手
渡
し

て
い
た
。
す
る
と
母
親
は
、
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
買
い
物
カ
ゴ
の
隅

に
、
そ
の
人
形
を
無
造
作
に
頭
か

ら
ギ
ユ
ッ
・
と
押
し
こ
ん
で
し
ま
っ

た。
人
形
の
肌
色
の
足
が
二
本
っ
き

出
た
買
物
カ
コ
を
さ
げ
た
若
い
母

親
と
、
包
み
紙
に
く
る
ん
だ
物
を

し
っ
か
り
抱
い
た
可
愛
い
女
の
子

は
、
手
を
つ
な
い
で
楽
し
そ
う
に

帰
っ
て
い
っ
た
。
私
は
追
い
か
け

て
「
ど
う
ぞ
、
そ
の
人
形
を
起
こ

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ナ
。」と
頼

=。
 4
U

た
り
合
、
?

お
互
い
の
意

b

家
庭
で
の
同
和
教
育
 

し
て
き
た
。

帰
り
道
、
私
は
、

，む


の
栄
養

ぺ / 

Ij 


LJj 


あ
の
母
親
が

家
に
つ
い
た
時
、.
買
い
物
カ
ゴ
の

中
の
人
形
を
見
て
、「
め
ら
っ
、
逆

さ
ま
に
し
て
い
た
わ
。
つ
ら
か
っ

た
で
し
ょ
。
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。」

 

.
と
人
形
を
出
し
て
欲
し
い
も
の

だ
と
願
っ
た
。

こ
れ
は
児
童
文
学
者
で
あ
る
、

あ
ま
ん
き
み
こ
さ
ん
の
短
い
随
筆

で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

本
見
か
け
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。次

に
、
横
浜
市
の
あ
る
小
学
校

教
諭
が
書
い
た
「
今
、
親
は
子
に

何
を
語
る
べ
き
か
」
と
い
う
本
の

中
に
「
親
は
子
に 
H
誌
の
心
。
を

語
れ
/
豊
か
な
感
受
性
を
育
む
た

め
に
」
・
・
そ
の
中
か
ら
紹
介
し
ま

す
。

「
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
に 

子
と

い
う
子 
か
い
た
。
お
も
い
や
り
の

か
た
ま
り
の
よ
う
な
子
で
あ
っ
た
。

B

そ
し
て
賢
い
。
も
ち
ろ
ん
知
識
も

a

o

豊
富
で
あ
っ
た
。
そ
の
母
親
と
対


面
し
た
。
『
な
る
ほ
ど
な
あ
』
と


思
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
お
母
さ


ん
は 

子
に
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、


B

か
本
読
み 

を
た
く
さ
ん
し
て
あ

げ
た
と
の
こ
と
。
「
力
太
郎
」
の
力

の
す
ご
さ
に
、
母
子
で
驚
嘆
し
た

り
、
ま
た
、
が
ん
こ
伯
爵
の
お
じ

い
さ
ん
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
氷
解

さ
せ
て
い
く
セ
ド
リ
ッ
ク
少
年
の

み
た
い
思
い
で
、
そ
の
後
ろ
姿
を

見
送
っ
た
。

あ
の
母
親
は
家
に
つ
い
た
時
、

や
は
り
無
造
作
に
人
形
を
ヒ
ョ
イ

:
・
と
と
り
出
す
だ
ろ
う
か
。
あ
の

小
さ
い
女
の
子
は
、
そ
れ
を
大
き

な
目
で
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

母
親
が
意
識
し
て
い
な
い
日
常

の
そ
う
し
た
態
度
や
、
言
葉
に
よ

っ
て
、
悪
い
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
思
っ
て
見
回
す
と
、
そ
れ

は
一
人
の
母
親
の
こ
と
で
な
く
、

私
た
ち
大
人
は
子
供
の
教
育
に
つ

い
て
論
理
的
な
こ
と
を
話
し
合
い

な
が
ら
、
無
意
識
に
子
供
の
人
形

を
逆
さ
ま
に
突
っ
こ
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
ま
り
に
多
い
よ
う
な
気
が

賢
さ
に
一
緒
に
感
心
し
、
「
母
を
た

ず
ね
て
三
千
里
」
の
主
人
公
の
母

を
求
め
続
け
る
心
情
と
行
動
に
限

り
な
い
せ
つ
な
さ
を
感
じ
、
一疾を

ボ
ロ
ボ
ロ
流
し
た
り
、
あ
る
場
面

で
は
、
母
子
で
笑
い
こ
ろ
げ
た
り
、

恐
怖
で
す
く
み
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
こ
と
の
至
難
さ
、
人
を
大
切
に

し
、
愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど

を
く
み
と
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
母
親
と
の
共
鳴
で
っ
ち
か
わ

れ
た
彼
女
の
人
格
は
、
子
ど
も
集

団
の
中
で
み
ご
と
に
生
か
さ
れ
て

た。親
が
子
育
て
の
大
切
さ
を
自
覚

し
、
そ
れ
か
且
見
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
れ
る

か
心
配
り 
ο
と
か
姿
勢

の
霊
害
点
。
セ
ン
ス
を
生
か
す
庁

努
力
を
し
な
い
た
め
に
、
育
つ
べ

き
平
少
」
も
の
能
刀
ゃ
、
人
格
か
育
っ

て
い
か
な
い
と
し
た
ら
、
親
は
子

ど
も
の
発
達
を
阻
む
元
凶
に
さ
え

な
っ
て
し
ま
う
。

小
学
生
が
あ
る
日
突
然
、
年
少

の
少
女
を
襲
う
通
り
魔
に
変
身
し

た
り
、
リ
ン
チ
事
件
が
今
嘉
し
た

り
、
考
え
も
お
よ
ば
な
い
事
件
が

多
い
。
:
が
、
事
件
後
そ
の
子
ど

も
が
、
ケ
ロ
ッ
と
し
た
表
情
で
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
撃
口
も
あ

り
、
空
恐
ろ
し
い
感
じ
が
す
る
。

心
や
頭
を
支
配
し
て
い
る
の
は

「
あ
あ
し
た
い
」
「
こ
う
し
た
い
」

と
い
う
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で

お
お
わ
れ
て
い
る
。
人
の
痛
み
や

悲
し
み
な
ど
気
に
も
と
め
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
が
親
と
の
パ
イ
プ
を
通

し
て
得
ら
れ
る
魂
の
栄
養
分
が
乏

し
い
の
だ
。
知
識
だ
け
で
は
、
絶

対
に
子
ど
も
の
人
間
的
大
成
は
な

い
こ
と
を
親
は
強
く
認
識
し
よ
う
。

子
ど
も
は
美
し
く
心
に
し
み
る
物

語
を
奥
底
で
は
欲
し
て
い
る
の
で

あ
る
」
と
教
諭
は
述
べ
て
い
ま

す。
あ
ま
ん
さ
み
こ
さ
ん
が
書
い
て

い
る
通
り
、肌
色
の
足
が
二
本
っ
き

出
た
人
形
を
カ
ゴ
か
ら
取
り
出
す

時
「
あ
ら
っ
、
逆
さ
ま
に
し
て
い

た
わ
。
つ
ら
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

ご
め
ん
な
さ
い
ね
」
と
い
う

が
心

配
り
。
庁
姿
勢
の
改
善
。
庁

セ
ソ

ス
を
生
か
す
庁
努
力
が
み
ら
れ
た

ら
親
と
子
の
パ
イ
プ
は
通
じ
、
魂

の
栄
養
分
が
流
入
し
て
い
っ
た
は

ず
で
す
。

「
相
手
の
痛
み
が
わ
か
る
」
と

い
う
同
和
整
宵
の
最
も
大
切
な
テ
ー

マ
は
こ
こ
か
ら
出
発
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
啓
発
テ
キ
ス
ト
)

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
家庭での同和教育
かたり合うページ
心の栄養



金

く
頑
張
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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あ

り

が

と

う

ポ

ラ

こん」
。

カゐ

適
当
な
運
動
句
く
す
り
。

去
る
八
月
十
三
日
、
東
山
倍
彦

述
長
率
い
る
や
っ
こ
述
六
十
名
が

そ

の

他

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
葉
荘
を

訪
れ
、
阿
波
お
ど
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
、
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
に
、


糖
尿
病
や
痛
風
の
予
防
等
も
ひ
と
と
き
の
お
ど
り
気
分
を
味
わ


大
切
で
す
。

っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


脳
卒
中
は
注
意
を
す
れ
ば
発
病 

ド
が
い
っ

一
ば
い
。
館
内
を
踊
っ
た
あ
と
、
玄

i

最
近
や
や
減
少
気
味
だ
と
は
言

え
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
者
は
、

日
本
で
は
依
然
と
し
て
死
亡
率
の

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
な
な
く
て
も
重
大
な

後
遺
症
を
残
し
ま
す
。

半
身
麻
痔
や
寝
た
き
り
、
ま
た

言
語
障
害
で
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
っ

た
り
、
知
能
低
下
な
ど
日
常
生
活

に
強
い
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人

は
、
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
も
多

く
お
ら
れ
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
大
き
く
分
け
て
、

血
管
の
破
れ
る
脳
出
血
と
、
血
管

の
つ
ま
る
脳
軟
化
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
他
に
く
も
膜
下
出
血
等
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
脳
卒
中
の
原
因
で
大
切
な

の
は
、
高
血
圧
症
と
動
脈
硬
化
症

で
す
。

勝
浦
病
院
院
長

草
加

田

重

ま予・たっ
す防・� い� 

v v，こて
O

つは�  
L、 、
て以
簡前
単に

血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

減
塩
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
解

放
や
適
当
な
運
動

・
く
す
り
。

最
近
は
良
い
く
す
り
が
た
く

さ
ん
出
て
、
よ
く
効
き
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
予
防

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
。

ふ
と
り
す
ぎ
の
予
防
。
特
に

動
物
性
脂
肪
を
と
り
渇
き
な
い

「
早
く
良
く
な

っ
て
下
さ
い
。」
と

患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
お
見
舞

い
の
花
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
お
見
舞
い
に
、

串
主
告
さ
ん
も
大
よ
ろ
こ
び
。

前
川
子
供
会
は
毎
年

一
回
、
棚

野
子
供
会
も
毎
月
訪
問
を
続
け
て

い
ま
す
。

よ
し
こ
の
の
リ
ズ
ム
が
流
れ
る

は
低
下
し
ま
す
。

4

一
と
、
館
内
は
明
る
い
ム 

遅
す
ぎ
ま
す
。
小
凸
い
骨
骨
岳
和

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
演
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ーし

昔
は
安
静
が
言
わ
れ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
早
期
に

適
切
な
検
査
を
し
て
処
置
す
る
こ
八
月
一
目
、
横
瀬
前
川
子
供

会
が
、
ま
た
五
日
に
は
棚
野
子

と
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
脳
出
血 

不
発幸
病に ゐ
し
だて
と
き

倒
れ
て
か
ら
後
悔
し
た
の
で
は

一
関
前
広
場
で
ま
る
く
な
っ
て
の
構

砂
恥
中
か
来
恥
の
人
は
、
特
に
注

一
成
は
、
拍
手
の
音
も
高
ら
か
に
、

一
お
年
寄
り
は
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
、 

V

入
院
患
者
さ
ん
に

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー
勝
浦
病
院
|

4

ゃ
く
も
膜
下
出
血
で
は
手
術
を
す
一
供
会
の
児
童
が
勝
浦
病
院
を
訪
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
適
応
症
に

は
早
い
手
術
が
良
い
わ
け
で
、
早

期
受
診
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

病
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
申
由
主
唱
さ
ん
の
や
る
気
が

大
切
で
す
。
あ
き
ら
め
ず
根
気
よ

F

.横;頼前川子供会

シ
ア

イ� 

JJJJ 

にも
あ脳・角虫こ
げ卒・れれ

太て中・まら
みの・しに

企棚野子供会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
脳卒中（中風）

MUS04
テキストボックス
ありがとうボランティア
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M
M

本
年
産
す
だ
ち
抗
生
産
と

(
販
売
及
。
貯
蔵
に
つ
い


カ込

年
の
約
一
O
%
増
と
見
込

本
県
に
お
け
る
本
年
産
す
だ
ち

は
、
昨

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
販
売
に
つ
い
て
は
県
の

「
す
だ
ち
、
ゆ
こ
う
消
費
推
進
協

議
会
」
が
中
心
と
な
り
、
消
費
拡

大
に
向
け
て
の
宣
伝
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
放
映
、
ラ
ジ
オ
放
送
、

量
販
庖
の
拡
充
対
策
、
キ
ャ
ラ
パ

v
T)

R
U
 

ソ
隊
編
成
の
宣
伝
、
全
国
各
地
の


イ
ベ
ン
ト
と
の
協
賛
、
産
地
協
賛


事
業
、
量
販
拡
大
対
策
(
野
菜
の


お
料
理
新
聞
の
発
行
等
)、現
物
配


布、

交
通
広
告
(
駅
や
車
内
に
ポ


ス
タ
ー
掲
示
、
東
京
方
面
の
市
場


開
拓
、
雑
誌
へ
の
広
告
な
ど
、
ス


ダ
チ
娘
の
応
援
多
得
な
が
ら
精
力


的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。


昨
年
度
は
約
五
千
七
百
万
円
を


投
入
し
て
活
動
を
行
い
、
そ
の
成


果
に
つ
い
て
は
少
し
づ
つ
で
す
が
、


現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。


一
見
、
順
風
満
帆
に
み
え
る
こ

の
す
だ
ち
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ

り
ま
す
。

用
)
《
�
 

⑦
量
一不
足
で
大
量
販
売
が
で
き
な

振
り
返
っ
て
み
る
と
，

食
生
産
酉
か
ら

過
去
数
年
聞
を ラ時

①
生
産
量
が
伸
び
な
い
。

市
首
間
質
が
悪
い
。
(
果
汁
不
足
、
資

変
果
、
腐
敗
果
)

③
各
産
地
聞
の
品
質
差
が
大
き
い
。

④
作
型
の
集
中
化

(
ハ
ウ
ス
や
貯


蔵
物
が
少
な
く
、
露
地
中
心
で


あ
る
。
つ
ま
り
周
年
供
給
に
つ


な
が
ら
な
い
。
)


女
販
売
酉
か
ら

①
販
売
量
が
増
加
し
な
い
。
(
産
直


販
売
の
増
加
、
個
人
出
荷
、
加


工
原
料
価
格
の
高
騰
。
)


\~ 

霊
片
寄
っ
た
等
階
級
が
多
い
。

④
早
価
が
高
す
ぎ
官
吾
で
き
な
い
。

引	
⑤
宣
伝
用
果
実
の
品
質
が
悪
い
。

め
作
型
に
よ
り
価
格
差
が
あ
り
す

j

意
点
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

貯
蔵
用
と
し
て

適
し
て
い
る
果
実

①
巣
皮
の
緑
色
が
濃
く
、
夏
季
に


干
ば
つ
の
被
害
を
受
け
て
い
な


い
こ
夫
、


qd

宮
木
汁
の
濃
度
が
高
い
こ
と
。

③
病
虫
害
の
被
害
を
受
け
て
い
な

い
こ
ル
」
。


俗
語
室
一
ロ
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。


⑤
極
小
果
、
極
大
果
で
な
い
こ
と
。

J
E
-

C
?
L
V

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

や
が
て
露
地
も
の
の
出
荷
が
始


ま
り
ま
す
が
、
前
記
の
こ
と
が
ら


か
ら
、
こ
れ
の
対
策
に
つ
い
て
は


各
出
荷
機
関
の
指
導
を
受
け
て
下

、o
 

ギ
�
 
ヲ

9
0

C貯
蔵
用
果
実
の
収
穫
と
そ
の日仔

①
果
実
の
形
質
、
及
び
品
質
は
る

る
べ
く
そ
ろ
え
る
。

④
採
収
用
具
は
な
る
べ
く
傷
の
つ

か
な
い
も
の
を
使
用
し
、
ハ
サ

ミ
健
っ
き
擾
寺
を
つ
け
な
い
。

⑤
高
温。
、
高
湿
時
の
採
収
は
さ
け
�
 

⑥
採
収
し
た
果
実
は
直
射
光
線
の


当
た
ら
な
い
涼
し
い
所
に
置
く


こ
と
。


②
短
期
貯
蔵
果
は
着
色
開
始
直
前


ま
で
採
収
で
き
る
。


⑥
農
薬
使
用
基
準
に
よ
り
、
貯

蔵
病
室
早
防
の
た
め
、
ベ
ン
レ
�
 

λ
u

l

な
り
ま
す
)

②
土
壌
の
乾
き
す
ぎ
る
園
で
は
、

十
分
に
か
ん
水
を
行
い
、
養
水

き
が
良
い
。
(
開
花
日
が
五
月
十

五
日
で
あ
れ
ば
、
九
月
七
日
が

収
穫
の
最
適
期
と
い
う
こ
と
に

①
長
期
貯
蔵
果
の
収
穫
期
は
開
花

後
百
十
�
 百
二
十
日
前
後
の
と

J

卜
四
千
倍
液
を
散
布
す
る
。d 


穫
す
る
。

分
の
吸
収
を
は
か

っ
た
後
に
収

注
意
す
る
こ
と

採
収
に
あ
た
っ
て

¥ー'

詳
細
に
つ
い
て
は
技
術
員
の
方

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

②
短
期
貯
蔵
は
庫
内
温
度
を
十
度

以
下
と
す
る
。

③
庫
内
湿
度
は
九
五
%
前
後
と

す
る
。

④
貯
蔵
量
は
一
�
 3
あ
た
り
約
六
十

七
十
担
任
度
と
す
る
。

J

m

そ
の
後
は
徐
々
に
貯
蔵
適
温
の

五
度
前
後
ま
で
下
げ
る
。

j

①
長
期
貯
蔵
は
貯
蔵
庫
か
満
杯
に

な
る
ま
で
は
七
�
 十
度
と
し
、

員T

蔵

①
採
取
後
は
屋
内
の
涼
し
い
所

で
三
日
間
程
度
予
措
を
行
う
。

②
ポ
リ
、
袋
に
入
れ
封
を
す
る
と
き

は
、
で
き
る
限
り
空
気
を
抜
く

こル」� 0
貯
蔵
予
措
と
袋
詰
め

方� 

1去 同


高齢者交通安全運動旬間 (ヲイ1~%までの10日間)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
本年産すだちの生産と販売及び貯蔵について
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O
ピ
ン
ク
の
袋
に
入
れ
て
出
す

O
収
集
日
以
外
の
日
は
、
絶
対

与/l

現
在
、
聞
が
実
地
し
て
い
る
農

②
自
立
経
営
を
め
ざ
し
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
認

め
ら
れ
る
農
家
で
あ
る
こ
と
。

業
関
係
の
補
助
制
度
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

安
定
し
た
農
業
経
営
を
続
け
る

た
め
に
は
施
設
を
導
入
し
、
ど
ん

な
天
候
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

町
で
は
、
施
設
化
農
業
推
進
の

た
め
昨
年
度
か
ら
補
助
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
今
年
度
に
こ
の
制
度

を
受
け
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
次
の
事
項
を
ご
理
解
の
う

え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

③
一
戸
当
た
り
一一

a
以
上
の

施
設
を
す
る
こ
と
。

④

来

年

の

三
月
末
日
ま
で
に

事
業
が
完
了
す
る
こ
と
。

る
物
は
、
穴
を
あ
け
て
お
い

て
下
さ
い
。
)

青
い
袋
に
入
れ
て
出
す
�
 」と
。
�
 

氏
名
の
記
入

O

v

一、

補
助
対
象
事
業
費

燃
え
る
デ」
み
の
出
し
方
�
 

五
�
 
万
円
を
最
高
限
度
と

果
物

・
野
菜

・
台
所
く
ず
な

し
ま
す
。
O
O

O
ど
水
分
の
多
い
も
の
は
、
十

ご
み
を
出
す
袋
に
は
、
必
ず
出

す
人
の
氏
名
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
�
 

分
水
き
り
を
し
て
か
ら
出
す

こん」
。

四

補
助
率

内助

筆
対

業
費

以補

五、

燃
え
な
い
こ
み
の
出
し
方

次
の
二
種
類
に
分
類
し
て
白
い

O
収
集
日
の
当
日
、
朝
八
時
ま

十
分

、

重
量
の
目
的
と
内
容

申
し
込
み
時
允

袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。
�
 

で
に
指
定
の
場
所
に
出
す
こ

ル」。� 

ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
類
・
缶
類

農
協
指
導
課
窓
口

く
ぎ

・
針
金

・
ス
プ
レ
ー
缶

申
し
込
み
期
日

平
成
二
年
九
月
十
日
ま
で

※
不
明
な
点
は
町
役
場
産
業
課

O O

農
家
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く
い

ハ
ウ
ス
施
設
等
を
建
設
し
た
場

合
に
、
町
か
ら
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
あ
る
。

に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

等
(
ス
プ
レ
ー
等
で
破
裂
す

る
危
険
の
あ
る
物
は
穴
を
あ

け
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

採
択
条
件

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
�
 

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
原
料
と
し

一、

た
各
器
類
の
出
�
 方
U

①
町
の
農
業
指
導
班
の
奨
励

し
て
い
る
作
目
を
取
り
入
れ

Q
ヲ

こ
夫
、

ご 燃広え

ゐい

ご燃え

みる

水

金

月

7.1< 

金

銀事立久
本 川園�  

与� -

川内中山棚野

木 火 星今中旬
谷山角谷

木
黒岩生名山西沼江

主 主� 

こ
と
。(
破
裂
す
る
危
険
の
あ

秋の交通安全運動旬間 (%---71' 日間)0までの10

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ご存知ですか
農業関係の補助制度
ハウス施設新設奨励事業

MUS04
テキストボックス
ごみの分別収集にご協力を



カ込第� 243号 フ ら 2年� 9月� 1日平成� (12) ザコ

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
、
農
業

・
漁
業

・

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六

商
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
は
も
ち

十
歳
未
満
の
、
す
べ
て
の
国
民
が

ろ
ん
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等

加
入
し
、
国
民
全
体
で
支
え
る
制

に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

度
で
す
。

な
ど
、
そ
し
て
、
そ
の
奥
さ
ん
も

第
一
号
被
保
険
者
や
、
第
三
号

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
・い

被
保
険
者
の
方
は
、
町
役
場
で
、

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

加
入
の
種
類
は
、
次
の
三
種
類

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
た

で
す
。

り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
、
受
け
ら

れ
る
は
ず
の
年
金
が
、
受
け
ら
れ

第
』
号
被
保
険
者

な
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
年
金
家
族
の

一
員
と

農
業

・
漁
業

・
商
業
等
の
自

し
て
、
ま
た
自
分
自
身
の
大
切
なl

営
業
の
方
と
そ
の
家
族

老
後
や
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
必
ず
加
入
し
、
き
ち
ん
と
保

第
二
号
被
保
険
者

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

会
荘
な
ど
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー

学
生
に
も
必
要
怠


マ
ン
や
公
務
員
等

国
民
年
金


ー
平
成

3
年

4
月
か
ら


第
三
号
被
保
険
者

強
制
加
入


二
十
歳
以
上
の
学
生
が
、
年
金


第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

に
任
意
加
入
し
て
い
な
い
と
、
さ


れ
て
い
る
配
偶
者

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
る
た
め
、


平
成
三
年
四
月
か
ら
、
学
生
も
強


制
加
人
と
な
り
ま
す
。


ぶ
新

し
た
が
っ
て
、
任
意
加
入
し
て

い
な
い
学
生
は
、
年
金
制
度
の
谷

間
に
あ
り
、
次
の
よ
う
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。

一
、
二
十
歳
以
後
の
在
学
中
に
不

慮
の
事
故
等
に
よ
り
堕
票
残
っ

て
も
、
任
意
加
入
し
て
い
な
け

れ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
。

二
、
老
齢
基
礎
年
金
は
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加

入
す
る
こ
と
で
、
満
額
の
年
金

を
受
け
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
卒
業
後
に
ノ
平
金
制
度

に
加
入
し
て
も
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
平
成
三
年
四
月
か
ら
二
十

歳
以
上
の
す
べ
て
の
学
生
が
国
民

年
金
に
強
制
加
入
に
な
り
ま
す
。

※

現

在
、
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
戦
争
中
に
徴
用
な
と
で
、

一
年
以
上
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
て
、
こ
の
間
の
分
を
ま
だ

請
求
し
て
い
な
い
方
は
、
社
会

にこ二� l

保
険
事
務
所
で
請
求
し
ま
す
と
、


支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役


場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま


で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
の
方
へ

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
が
い
な

各
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、
毎

中
也

ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
の
音
声
情

報
を
享
受
で
き
な
い
聴
覚
障
害

者
の
方
に
、
字
幕
、
手
話
を
挿

入
し
た
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。

-
貸
出
対
象
者

聴
覚
障
害
者
の
方
及
び
そ
の

保
護
者
の
方
等

-
申
し
込
み
左
法

ろ
う
あ
者
研
修
セ
ン
タ
ー

(
宮

・
恥
と
も

O
八
八
六
l
五

l
一
五
五
五
)
へ
登
録
申
し

込
み
を
し
、
直
接
来
所
す
る
か

郵
送
で
借
受
け
る
(
利
用
料
は

無
料
、
郵
送
の
場
合
郵
送
料
の

年
、
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
次
の
と
お
り
提
出
し

て
下
さ
い
。

-
提
出
期
間

八
月
十
一
日
か
ら

九
月
十
日
ま
で

・
提
出
先

役
場
住
民
福
祉
課a-E可直

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い

実
費
は
利
用
者
負
担
)

・
貸
出
日
時

月
、
水
、
金
曜
日
の
十
時
J

十
六
時
及
び
木
曜
日
の
十
七
時

J
十
九
時

-
貸
出
場
所

徳
島
市
中
徳
島
町
二
丁
目
一

O
四

ろ
う
あ
者
研
修
セ
ン
タ
ー

E
・
耐
と
も

(
O八
八
六
)

五
三
|
一
五
五
五

※
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ろ
う
あ

者
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

役
場
住
居
福
祉
課
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

い
か
ま
た
は
、
父
に
障
害
が
あ
る

児
童
を
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、

障
害
の
あ
る
児
童
を
、
そ
れ
ぞ
れ

監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

一一一 
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字幕入り
ビデオライブラリーをご利用下さい
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104

番


無


経

置柔


、、、

し、


マ


つ ら	 第243号� 

N
T
T
で
は
現
在
無
料
と
な
っ

N
T
T
へ
申
し

O

十
二
月
一
日
か
ら
有
料
(
一
番
号

案
内
に
つ
い
て
三 

円
)
と
し
ま

身体障害者
ふれあいダイヤルの

ごあんない

ふれあいダイヤルは
から定の不自由な人やその家族の方々などが

かかえる仕事や、結婚、住まいのことなと暮ら

しをとおして知りだいこと、)~配ごと\悩みご

宇内� 
5f料
 
X主、J

定的

つ


項
症 

第
六
項
症
で
理
見

J

・
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別

方
で
次
の
障
害
を
有
す
る
方

障
害
を
有
す
る
方

戦
傷
柄
者
手
帳
を
お
持
ち
の

ω
 {¥ 

との問題解決のお手伝いをするところです。

法律のこと ・住宅のこと ・
就労のこと・結婚のこと・
福祉機器のこと
その他何でもご相談に応じます。

電話でも来所でも
どんな形でも結構です。� 

(臼瞳巴，祝日，年来年始(12月29日-1月3日は休みます)

小学校� 
-富田

徳島市中昭和町�  1丁目� 2番地

県立総合福祉センターオ階

徳島県易体障害者連合会内

申
し
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

二
で
肢
体

次
記
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る

方

-
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ

二
で
肢
体

付
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
次
に
該
当
す
る
方

-
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ

付
同 

開
始
月
日

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ	

る
級
別
が

一 

る
級
別
が
一 

J
六
で
視
覚

障
害
を
有
す
る
方 

役
場
(
住
思
福
祉
課
)
ま
た

-
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ	

は 

窓
口
に
配
備
し
て
あ

J J J

N
T
T

E
U

へ
の
申
込
方
法

N
T
T

徳島県身体障害者総合相談センター
電話(0886)54-4133-FAX(0886)54-4133 

00 I 

項
症 

第
二
項
症
で
上
肢

J

相談の種類 曜日 自著 間

一般相談

結婚、介助、得祉

線~など身体障害

者の生活全般にか

かわる問題

月~金� 

土� 

9:OO~17 : 

9:OO~ 1 2 : 00 

専門相談

、

就労に関する問題 第2月� 13:00~ 1 6 : 00 

法律に関する問題 第4月� 15:00~17:00 

住宅に関する問題 第2金� 13 ・ OO~16:00

て
い
る
電
話
番
号
の
案
内
を
本
年

す
が
、
目
や
上
肢
等
に

一
定
程
度

以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
つ

い
て
は
、
事
前
に

込
む
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
ど
お

り
無
料
で
番
号
案
内
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
無
料
の
対
象
と
な
る
方
、

る
級
別
が
一

不
自
由
(
上
肢
)
の
障
害

を
有
す
る
方

る
級
別
が
一

不
自
由
(
体
幹
)
の
障
害

を
有
す
る
方 

二
で
肢
体

不
自
由
(
乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に

よ
る
運
動
機
能
障
害
)
の

平
成
二
年
九
月
一
日
か
ら

ω
申
込
方
法

障
害
を
有
す
る
方

-
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別

に
障
害
を
有
す
る
方 

る
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
ご
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

役
場
ま
た
は
局
番
な
し
の

一
一

六
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

制
身
体
障
害
者
手
帳
(
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
)
と
印
鑑
が
必

要
で
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

(
代
理
の
方
で
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
)

量一



。主〉専門相談は、原則として予約制です。� 
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わ
た
し
た
ち
の
固
裸
と
医
療
費
に
つ
い
て
、
関
心
芥
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。
医
療
費
は
、
毎
年
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
願
い
、
あ
わ
せ
て
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

/ 


~
わ
だ
し
た
ち
の

/

医

療

費

/
/
1
1
1
1
1
、‘

現
在
わ
が
国
に
は
、「
健
康
保
墜

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
ふ
だ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、

病
気
や
ケ
ガ
に
あ
っ
た
と
き
の
医

療
費
に
あ
て
よ
う
と
い
う
、
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
毎
年
の
よ
う
に
医

療
費
か
増
え
つ
づ
け
て
い
る
た
め
、

健
康
保
険
の
財
政
は
、
厳
し
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
は
、
予
測
な
し
に

突
然
や

っ
て
き
ま
す
。
も
し
健
康

保
険
が
な
か

っ
た
ら
.
と
う
な
る
で

し
よ
う
。
多
額
の
医
療
費
の
負
担

で
家
族
み
ん
な
が
苦
し
み
、
肉
体

的
、
精
神
的
、
経
済
的
苦
痛
ま
で

を
も
背
負
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
み
な
さ
ん

が
納
め
て
い
る
保
険
税
が
医
療
費

の
一
部
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
医
療
費
は
、
ム
ダ
な
く
有

効
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
も

う
一
度
、
医
療
費
に
つ
い
て
再
認

識
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

カ
。
�
 

医
療
費
が
増
え
る
と

医
療
費
の
増
加
は
、
増
え
た
分

に
応
じ
て
、
み
な
さ
ん
が
納
め
ら

れ
た
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
、
こ

れ
今
橘
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に
増
え

つ
づ
け
る
医
療
費
に
合
わ
せ
て
、

保
険
税
を
値
上
げ
し
た
の
で
は
、

み
な
さ
ん
の
負
担
が
大
き
く
な
り、

た
い
へ
ん
で
す
。

む
し
ろ
、
医
療
費
が
な
ぜ
増
え


る
の
か
を
よ
く
理
解
し
て
、
限
ら


れ
た
財
源
の
な
か
で
、
適
切
な
使


で
治
療
を
受
け
る
と
、
か
か
っ
た

い
方
を
し
た
ほ
う
が
も
っ
と
プ
ラ

を
窓
口
で
支
払

ス
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

O
%

¥
I
l
-
-
/
/
 /

 

わ
た
し
た
ち
の

医
療
費
の
負
担
は

み
な
さ
ん
が
、
病
院
や
診
療
所

医
療
費
の
三
�
 

は
保
険
で
負

O
%

担
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
七
�
 

の
内
訳
は
、
園
、
都
道
府
県
、
市
O
%

い
、
残
り
の
七

区
町
村
と
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

が
納
め
る
保
険
税
と
で
負
担
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

で
は
、
も
し
医
療
費
が
増
え
つ

づ
け
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

国
保
財
政
は
圧
迫
さ
れ
、
相
互
扶

助
を
目
的
と
し
た
健
全
な
国
保
運

営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険

税
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

声
の
広
報

ご
利
用
下
さ
い

広
報
八
月
号
か
ら
テ
�
 プ
に
吹

l

き
込
ん
だ

「声
の
広
報
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
の
借
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
�
 

•
E 


/
/
f
-

O O O O O 
受

。 ) をの 受手
講

でま課 と 講話
料� 祉 れ募集おZ七時 三二

十九 年九 ま 年十 お(るしり) か 月
申 告 方ま手

者講
料無 日月 セ らで月 し二はす。話聖 募座

ま 一 ン 九、 か 込 | 、 講

¥ 

で日 タ
カミ

時ま 週ら 受
一平

下み五一 役場講 集

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
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〈短

歌
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いや
洗
誌
の
υ
作
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1
Y
Z
主
ほ
お
必 

-e与 

・-‘-宅

A
T

つ ら 第243号

ガ
ス
燈
に
更
け
て
拾
わ
む
甲
虫
網

持
ち
来
た
り
孫
ら
の
た
め
に

横

瀬

錦

内

常

一

顔
知
ら
ぬ
幼
き
別
れ
逢
い
た
く
て

母
の
近
く
に
新
墓
地
を
買
う

棚

野

島

っ

と

む

口
つ
け
て
誰
も
飲
み
お
り
山
峡
の

昔
の
ま
ま
に
岩
清
水
湧
く

棚

野

谷

新

太

郎

一
学
期
終
へ
下
宿
よ
り
戻
り
し
子

な
が
な
が
と
手
足
伸
ば
し
眠
り
ぬ

横

瀬

日

下

克

子

蜜
柑
樹
の
下
で
粗
衣
着
て
汗
拭
う

わ
れ
一
代
は
か
く
て
終
わ
る
か

坂

本

福

良

伴

二

鶴
舗
の
し
き
り
に
鳴
く
を
近
よ
れ

ば
巣
立
ま
ぎ
わ
の
雛
が
二
羽
い
る

中

山

栗

城

絹

物
忘
れ
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
し

て
い
た
と
話
せ
ば
母
は
静
か
に
笑

う

横

瀬

田

中

久

子

兜
虫
廊
下
に
這
わ
せ
母
を
待
つ
園

児
の
顔
、
が
タ
虹
に
染
む

横

瀬

谷

翠

山

よ
く
む
せ
て
寝
苦
し
き
を
明
け
放

つ
窓
よ
り
見
ゆ
る
遅
き
月
の
出

中
山
山
下
一
房一
雄

点
滴
の
瓶
に
残
り
し
薬
量
に
寂
光

ゆ
ら
ぐ
臨
終
の
刻

坂

本

仙

才

清

青
田
風
十
字
を
切
っ
て
燕
ら
は
夕

暮
の
空
ひ
る
が
え
し
飛
ぶ

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

貧
血
と
低
血
圧
を
合
わ
せ
も
ち
夏

く
る
毎
に
思
い
苦
し
む

中

山

吉

田

邦

忠

山
峡
の
淋
し
き
墓
地
も
今
日
お
盆

久
し
き
人
の
数
多
く
行
き
交
ふ

掛

谷

斎

藤

重

子

電
線
に
親
子
揃
い
て
羽
根
休
む
つ

ば
め
は
白
き
の
ど
一
列
に

横
瀬
桜
木
千
代
子

嫌
悪
感
持
ち
て
過
せ
り
故
郷
は
幾

星
霜
経
し
今
は
恋
お
し
も

棚

野

田

中

茂

子

長
雨
に
生
い
た
る
土
の
青
苔
を
見

据
つ
つ
踏
む
老
い
の
わ
が
足

横

瀬

比

留

間

一

三
人
の
娘
そ
れ
ぞ
れ
嫁
に
ゆ
き
妻

と
小
さ
き
炊
飯
器
購
う

坂

本

新

居

普

休
耕
の
山
田
に
植
え
し
幼
杉
夏
草

の
中
に
埋
り
て
生
ふ

立

川

堀

梅

子

い
た
ず
ら
に
歳
を
重
ね
て
古
稀
近

¥ 

し
生
甲
斐
今
だ
掴
み
得
ぬ
ま
ま

棚

野

相

原

大

峰

と
く
起
き
て
回
水
守
る
の
も
老
の

役
健
や
か
な
れ
ば
楽
し
み
と
し
て

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

コ
ス
モ
ス
の
咲
き
盛
る
季
に
死
た

し
と
種
を
播
き
つ
つ
ふ
と
思
い
お

り

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
し
ゃ
も
の
パ
ッ

ク
に
は
同
じ
お
な
か
の
丸
み
が
不

気

味

横

瀬

広

安

美

枝

子

石
垣
に
養
分
あ
る
と
思
わ
ね
ど
銭

苔
這
え
る
葉
の
艶
め
き
て

横

瀬

稼

勢

広
夫

(長

出
窓
は
毎
月
五
日
ま
で
に
三
匂
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
嫁
勢
広
士
大
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す

次
回
は
川
柳
そ
の
決
は
俳
句
と
受
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ー¥

区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ー
真
夏
の
夜
に
快
汗
ー

の
⑪
の
む
の
の
ぬ 
6
0
6
0
6
0む
の
む
の
⑪
の
む
の
⑪
の
む
の 

町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
大
会

は
六
月
十
二
日
の
玄
十
ソ
フ
ト
ボ
ー

ム
が

と
お
り
で
す
。

一
般
女
子

壮
年
男
子

成
年
男
子

暴
語
学
級

九
月
七
日
(
金
)


九
月
十
七
日
(
月
)


社
会
総
合
大
学

午
後
七
時
三
十
分 

午


」
子
習
日
の
お
知
ら
せ
。

後
九
時
三
十
分


場
所 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


研
修
室
(
旧
図
書
室
)


習
{
子
学
級

九
月
十
四
日
(
金
)

短
整
子
級
九
月
十
五
日
(
土
)


九
月
二
十
八
日
(
金
)

時

間

午

後

一
時
か
ら


時
間
午
後
七
時 

午
後
九
時

場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
)


研
修
室
(
旧
図
書
室 
)

J

坂棚久棚 

本野国野 
  

※ 
決

l勝
ヲ|
分

高

O
Q
A
U

J
..5年ぶりに優勝した坂本チーム

ル
か
ら
始
ま
り
、
二
十
チ

好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
て
八
月
八
日
、

一
般
男
子
の
決
勝
を
も
っ
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ 

ム
は
次
の

l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
地区対抗ソフトボール大会
真夏の夜に快汗
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カミ

ゃまだゅうとくん(久国) おおたによしひろ〈ん(久国)

今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

日 曜 内 骨.，." 対 象者 時 間 場 所 持参するもの他� 

1 土
婦人がん(子宮、事Lせ

満� 30歳以上
ん、甲状せん)検診

12:30-14:00 生名集会所
料金 ・・子宮がん ・400円

・・・乳せん、甲状せん� 250同� 

7 金� 2歳児健康診査�  
S 63.6. 1-10.31まてい� 

に生まれた子� 
13:30-14: 30 J勝浦病院 母子手帳

12 水 健 康 相 談 一般の方�  10:00-II :00 坂本集会所 健康手|阪� 

12 水 健 康 相 談 一般の方�  13:30-15:00 与川内公会堂 健康手帳� 

13 木 健 康 相 談 一般の方�  10:00-II :00 娃ト谷集会所 健康手帳� 

13 木 健 康 相� z量au失� 一 般の方�  13:30-15:00 今 山 公会堂 健康手帳� 

15 土
婦人がん(子宮、事Lせ� 

i筒� 30歳以上
ん、甲状せん)検診

12:30-14:00 農村婦人の家
料金 子宮がん…400円
乳せん、甲状せん回・・250円� 

17 月 健 康 相 談 一般の方�  9:30-11: 00 久国集会所 健康手帳� 

17 月 健 康 相 吾"'到uに 一般の方�  13: 30-15:00 横� i頼集会所 健康手帳� 

19 水 成 人 病 健 -関タ<>.- 一般の方�  13:30-15:00 !勝浦会館 健康手帳料金…600円� 

20 木 健 康 相 談 一般の方�  9:30-11 :00 中 山 公会堂 健康手帳� 

20 木 健 康 相 吾昆虫火 一 般の方�  13:30-15:00 生名集会所 健康手帳� 

20 木 健 康 相 談 一般の方�  13:30-15:00 捌野集会所 健康手帳� 

21 金 乳児健康診査�  H 2 .3.1-7.31まて、に� 

離 事L 食 議 習 生まれた子� 
13:30-14:30 勝浦病院 母子手帳

27 木 健 康 相 吾畠火1( 一 般の方�  13:30-15:00 星谷集会所 健康手帳

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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-9月13刻ジ制E周闘で・守ー


ガふから身を守りましょう/ 

ビタミン類は，人間の体にとって‘潤滑 油 、 の よ う な も の。 なかでも， ビタミン�  A.ビ

タミン�  C ・ビタミン� Eには，発がんを防ぐはたらきもあることが知られています。 これら

のビタミンを自然の食品の中からしっかりとりましょう 。

また，欠乏するといろいろな病気をおこします。� 

一¥

- ー-
主な ビタ ミン 早わかり

名 称 主な欠乏症
.、，

，多 〈 含む食品

ビタミンA 夜 盲 症
やつめうなぎ、レバー、うなぎ、マーガリン、バター、パセリ、にんじん、肝油、

小松菜、ほうれん草、干しわかめ、春菊

ビタミン8，脚気

多発性神経炎

強化米、小麦1壬芽、豚肉、ごま、玄米、大豆、;各花生、レバー、ロースハム、干

しσコり

ビタミン8 2
ロ 角 炎

舌 炎

やつめうなぎ、レバー、卵黄、� 8ぱ、どじょう、脱脂粉乳、納豆、焼きのり、干

ししいたけ、魚肉ソーセージ

ビタミン8 6脂j属性皮膚炎 レパ一、肉、魚類、牛乳、醇母、とうもろこし

ビタミン8，z悪 性 貧 血 レバー、肉、魚貝類、チーズ、たまご

ビタミンC 壊 血 病
パセリ、レモン、オレンジ、みかん、いちご、ピーマン、ブロ ッコリー、ほうれ

ん草、さつまいも、菜の花、キーウイ、芽キャベツ

とタミンD
〈 る 病
骨軟化症

まぐろ、いわし、かつお、うなぎ、肝油、さけ、さんま、� dぱ、レバー

ビタミン� E 慣性腺痢炎) 
スブルー(下

大豆、医芽油、綿実油、たらこ、うなぎ、かつお、さんま、ほうれん革、ごま油、

大豆油、マーガリン、小麦

ビタミン� K 血j夜凝固障害 緑黄色野菜(ほうれん草、にんじん、小松菜、にらなど)、レバー� 

f羽子LZ)酸 ベ日光フ皮グ，.炎ヲ レバー、 肉・魚 ・豆類、緑黄野菜、酵母

業 酸 貧 血 酵母、肉、レバー、 卵黄、牛乳、豆類

パントテ〉肴費 下肢の熱感 酵母、レバー、 肉・魚類、牛乳、豆類、粉乳� 

9月定例心配ごと相談

日時 9月14日� (金� )・9月28日� (金� )

午前10時~午後� 3時

内容 人 権・行政・厚生・福祉

場所�  住民福祉センタ- 2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。� 1

=飼い犬は必ずつないでください=

⑨ク捌こし郁、公式〉
不用犬買い上げ日 モ-:;:J 

9 月 5 日 (ボ~ 

9月19自体) 成犬� 300円小犬�  100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
９月はガン制圧月間です
ガンから身を守りましょう
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大
字
沼
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西
ケ
原
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匿家畠村田
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大
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字字
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戸
籍
の
窓

ア
月
間
日
1
8
月
間
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

磁
山

伸

一
/
二
女

智

美

¥

期

中

田

康

夫 
J

二
女

セ

イ

子

¥

早

子紀

大
字
自
存
長
尾

平
山
下

勝
一
翠
露
九
月
行
事

3
日
伺 

簸

教

室

4
日

ω
着
付
教
室

5
日
制

7
日
制

叩
日
伺

ロ
日
制

大
字
坂
本
字
中
島
平
尾
静
夫
(
訂
歳
)

日
日
仙
川

大
字
棚
野
字
山
陰
河
村
四
郎 

口
日
何

(η

生
花
教
室

習
字
教
室

篠

教

室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室

&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

歳
)

大
字
三
渓
宇
田
浦
松
本
カ
ヲ
ル
(
百
歳
)

回
白
川 

議2

W

四
日
制

初
日
制

羽
目
的

引
日
掛

お
日
制

幻
日
制

手
芸
教
室

(
教
育
集
ム 
5
附
)

習
字
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

善
意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

ア
月
間
目
1
8
月
刊
日

泰
生
さ
ん
(
棚
野
)

博
さ
ん
(
棚

野 
)

宏
行
さ
ん

(
生
名
)

和
幸
さ
ん 
(与
川
内
)

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

各
講
座
と
も
午
後
机
時
か
ら
開

講
し
ま
す
0
(

手
芸

・
綴
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
/
加
下
さ
い
。

九
月
の
土
曜
閉
庁
日
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・9
月
8
日
(
第
二
土
曜
日
)

・9
月

n日
(
第
四
土
曜
日
)

(
た
だ
し
、
勝
浦
病
院

・
各
保

育
所

・
各
小
学
校
及
び
幼
稚
園

は
、
行
っ
て
い
ま
す
。
)

¥」ー./¥-----/¥-----/

長 四長
朔男優男季男

真 麻� ヨ
日
E

(叡祢・iD

大 字大
字宇 上宇
黒沼 羽三

岩江 瀬議

西 渡
野

由員
美 知清洋隆
子 豊 子 高 子 資

10月1日、全国一斉に国務調査が行われます。

国勢調査は、国や都道府県 ・市区町村が、福祉や

雇用、住宅対策など 、これからの行政を考えてい

く基礎資料となります。赤ちゃんからお年寄りま

で日本に住んでいるすべての方が調査の対象とな

ります。� 

g月下旬に調査員が一戸一

戸、世帯ごとに調査票を配布

します。調査は22項目。

時間はあまりおかけしませ

んので、もれなく、正確に、

ご記入ください。皆さんのご

包宛m 協力をお願いいたします。� 

夜間毅急当番表
ご協力をお願いします� 

9 月� 1 日

3 日

上勝診療所�  

勝浦病院�  

6-0302 

2-2555 

5 日

フ日

@ 日

11日

13日

⑬ 日

17日

19日

21日

@白

25日

27日

29日

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所�  

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

) 

平日 午後6時から翌朝9時さまで
休日 午後ア時から翌朝9時ぎで

MUS04
スタンプ




